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５）５）５）５）    長期許容支持力度長期許容支持力度長期許容支持力度長期許容支持力度    qaqaqaqa    

長期許容支持力度の目安は表 6-6、表 6-7 を参照して求める。 

・砂礫層-N(N-Dfg)・・・表 6-6、『礫層-密でないもの』に相当するとした場合 300 となるが設計 N

値=8 である事を勘案し、表 6-7、『砂質地盤-緩いもの』に相当するとし 80 とする。 

・粘性土層-N(N-Dfm)・・・表 6-7、『粘土質地盤-軟らかいもの』に相当するとし 20 とする。 

・砂礫層-F(F-Dfg)・・・表 6-6、『礫層-密でないもの』に相当するとした場合 300 となるが設計 N

値=8 である事を勘案し、表 6-7、『砂質地盤-緩いもの』に相当するとし 80 とする。 

・粘性土層-F(F-Dfm) ・・・表 6-7、『粘土質地盤-中位のもの』に相当するとし 50 とする。 

・強風化石英閃緑岩（W1-Qd）・・・表 6-6、『礫層-密でないもの』に相当するとした場合 300 とな

るが設計 N 値=12 である事を勘案し、表 6-7、『砂質地盤-中位のもの』に相当するとし 100 とする。 

・風化石英閃緑岩（W2-Qd）・・・表 6-6、『軟岩・土丹』に相当するとして 300 とする。 

・弱風化石英閃緑岩（W3-Qd）・・・表 6-6、『亀裂の多い硬岩』に相当するとして 600 とする。 

表 6-6 支持地盤の種類と許容支持力度 

出典：(社)日本道路協会,「道路土工擁壁工指針」,p21 

qu

（ｋＮ／ｍ
２
（ｋｇｆ／ｃｍ

２
））

Ｎ  値

岩　盤

 亀裂の少ない均一な硬岩

 亀裂の多い硬岩

 軟岩 ・土丹

1000 (100)

600  (  60)

300  (  30)

10000以上　(100以上)

10000以上　(100以上)

   1000以上  (  10以上)

礫　層
 密なもの

 密でないもの

600   (  60)

300   (  30)

砂　質

地　盤
 密なもの

 中位なもの

300   (  30)

200   (  20)

30～50

20～30

粘性土

地　 盤
 非常に堅いもの

 堅いもの

200   (  20)

100   (  10)

200～400  (2.0～4.0)

100～200  (1.0～2.0)

15～30

10～15

　支  持  地  盤  の  種  類

許　　　容

支持力度

ｑａ

（ｋＮｍ
２
（ｔｆ／ｍ

２
））

備　　　　考

 

 

 

W2W2W2W2----ＱＱＱＱdddd    

W3W3W3W3----ＱＱＱＱdddd    
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表 6-7 N 値による許容支持力度などの目安 出典：基礎工,1997,Vol.25,p33 

 

NNNN----Dfg,FDfg,FDfg,FDfg,F----DfgDfgDfgDfg    

W1W1W1W1----QdQdQdQd    

FFFF----DfmDfmDfmDfm    

NNNN----DfmDfmDfmDfm    


